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芸備だより

2022 年 4 月http://yakushin.blog.jp

3 月 21 日　高輝会役員会出席者
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信心リレートーク  vol. ２０ 
　

た
だ
あ
り
が
と
う
、
あ
り
が
と
う
と
言
っ
て

　

た
く
さ
ん
の
大
切
な
事
を
教
え
て
く
れ
る
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
西
由
起

　　

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
の
母
は
新
市
の
高
橋
芳
郎
の
長
女
で
渡
さ
ん
は
私
の
叔

父
に
な
り
ま
す
。
子
供
の
頃
、
お
正
月
に
は
毎
年
、
祖
父
、

祖
母
、
高
橋
家
の
方
々
と
御
本
部
へ
初
詣
に
お
参
り
さ
せ
て

頂
い
て
い
ま
し
た
事
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
テ
レ
ビ
を
見
る
と
悲
し
い
現
実
が
目
に
飛
び
込
ん
で

く
る
。
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
場
の
状
況
で
す
。
昔
、

父
方
の
祖
母
が
戦
争
の
話
を
よ
く
聞
か
せ
て
く
れ
た
。
父
方

の
祖
父
は
満
州
で
警
察
官
を
し
て
い
ま
し
た
。
写
真
を
見
る

と
た
く
さ
ん
の
勲
章
を
つ
け
て
い
ま
す
。
戦
争
に
日
本
が
負

け
た
時
、
祖
父
は
ソ
連
軍
に
連
れ
て
行
か
れ
て
そ
の
ま
ま

帰
っ
て
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
祖
母
は
ひ
と
り
で
満
州
か
ら
乳

飲
み
子
を
抱
え
て
帰
っ
て
来
た
そ
う
で
す
。
髪
を
短

く
切
っ
て
顔
は
炭
で
真
っ
黒
に
塗
っ
て
帰
っ
て
来

た
と
よ
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
か
ら
の
攻

撃
は
容
赦
な
く
こ
ん
な
現
実
が
あ
っ
て
い
い
も
の

な
の
か
と
頭
の
中
が
整
理
出
来
ず
、
テ
レ
ビ
の
画
面

を
見
な
が
ら
涙
が
止
ま
ら
な
い
。

　

母
を
見
て
思
う
事
、
何
と
か
ま
だ
ひ
と
り
暮
ら

し
を
し
て
い
ま
す
。
食
事
や
甘
い
も
の
を
よ
く
買
っ

た
り
、
作
っ
た
り
し
て
持
っ
て
行
く
。
何
を
持
っ
て

行
っ
て
も
文
句
の
ひ
と
つ
も
言
わ
ず
、
た
だ
あ
り
が

と
う
、
あ
り
が
と
う
と
言
っ
て
く
れ
る
。
そ
ん
な
母

を
見
て
足
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
だ
ろ
う
、
気
に
入

ら
な
い
事
も
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
け
ど
あ
り
が
と
う
、

あ
り
が
と
う
と
言
っ
て
く
れ
る
。

　

年
を
と
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
大
切
な

事
を
教
え
て
く
れ
る
母
で
す
。
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン

さ
ん
も
今
一
度
、
貴
方
の
大
切
な
人
の
事
を
思
い
出

し
て
欲
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。
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令和 4年度高輝会総会議事録　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成　　高橋道和

総会開催日　1月 10日（月）月例祭の後

広前脇殿にて　会員約 20名の出席

1.	 高輝会令和３年度会計報告を承認する。

2.	 高輝会よりの玉串料を廃止する。

（家族葬が多くなりお供え出来ない事が多くなった為）

3.	 研修旅行　11月 1３日（日）金光教広島教会１３０年記念祭

（同じ日に金光教庄原教会１1０年記念祭がに行われるが以前研修旅行で

参拝したので今回は広島教会とします。）

4.	 毎月最後の日曜日の午後７時より多目的ルームにて信心勉強会を行

　　　う。（コロナ感染状況に配慮して中止の場合もあります）

5.	 月例祭の後、脇殿にて信心座談会を行う

　　　（コロナ感染状況に配慮して中止の場合もあります）

高輝会役員（令和 4年度）
　会　長　			高橋道和

　副会長　　野田英治　藤井岩夫　土肥健利

　相談役　　在籍教師　責任役員　信徒総代

　会　計　　土肥美津技

　事務局　　野田英治　端本てる子

　　〔地区委員〕

　　　阪田宗道　山下幹次　河合俊道　土肥健利　佐藤誠一

　　　江草雅夫　佐藤誠　杉田稔　佐藤裕之　麻生一成　藤井岩夫　

　　〔各部役員〕

　　女性部　部　長　向本良子　　副部長　鶴本栄子　菅原好恵　江草由紀子

　　広報部　部　長　土肥三郎　　副部長　山下幹次　土肥千恵

　　　　　　部　員　岡本純子　河合俊道　佐藤一真　佐藤武志　佐藤智恵子　

　　　　　　　　　　端本てる子　平田賢一　山下博敏

　　企画部　部　長　山下幹次　　副部長　守安元博
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御供用 2件

土嚢袋

4/8・6/20　初代教会長御夫妻当日祭の御供用花代



- 4 -

										

老
人
と
メ
タ
セ
コ
イ
ア　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

					　
　
　

	

金
光
町
大
谷　

	

芸
備
教
会
在
籍
教
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤	

元
信	　

	

　

三
月
三
日
、
図
書
館
南
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
が
近
く
切
り
倒
さ

れ
る
計
画
が
あ
る
と
聞
い
て
驚
い
た
。
す
ぐ
に
担
当
の
先
生
に

電
話
で
お
尋
ね
し
た
。
先
生
は
丁
寧
に
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

い
ち
ば
ん
大
き
な
理
由
は
、
大
き
く
な
り
す
ぎ
て
倒
木
の
恐

れ
が
あ
り
、
そ
れ
が
人
家
を
破
損
し
た
と
き
の
被
害
を
補
償
す

る
こ
と
が
困
難
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
落
ち
葉
に
つ
い
て

は
以
前
か
ら
聞
い
て
い
た
が
、
私
は
被
害
と
は
思
わ
な
い
。
落

葉
す
る
前
に
あ
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
く
独
特
の
色
調
で
紅
葉
し
て

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
大
樹
に
賛
嘆
の
気
持
ち
し
か
持
た
な
い
か

ら
で
あ
る
。
私
の
脳
裡
に
金
光
学
園
に
移
植
し
た
四
十
本
の
メ

タ
セ
コ
イ
ア
が
六
十
数
年
間
一
本
も
倒
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
浮

ん
で
き
た
。	

　

生
き
た
化
石
と
言
わ
れ
る
メ
タ
セ
コ
イ
ア
が
日
本
に
植
え
ら

れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
四
年
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
会
長
福

田
美
亮
師
が
、
昭
和
十
六
年
か
ら
二
十
二
年
ま
で
の
抑
留
生
活

の
後
、
初
め
て
帰
国
さ
れ
た
と
き
の
こ
と
だ
。
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
研

究
者
チ
ェ
イ
ニ
ー
博
士
か
ら
の
依
頼
で
福
田
師
は
苗
木
の
一
本
を
天

皇
陛
下
に
献
上
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
は
今
も
皇
居
の

吹
上
御
苑
に
聳
え
て
い
る
。
も
う
一
本
は
化
石
の
発
見
者
三
木
茂
博

士
に
贈
呈
さ
れ
た
。
四
年
後
、
福
田
師
は
金
光
図
書
館
南
に
鍬
を
振

る
っ
て
メ
タ
セ
コ
イ
ア
を
移
植
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
七
十
年
、
小
さ

な
苗
木
は
二
十
七
メ
ー
ト
ル
の
大
樹
に
成
長
し
、
四
月
の
芽
吹
き
、

五
，
六
月
の
新
緑
・
深
緑
、
秋
の
紅
葉
、
そ
し
て
一
年
を
通
し
て
天

に
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
た
雄
大
さ
は
、
見
る
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
、
天

地
の
玄
妙
な
お
働
き
に
敬
虔
な
思
い
を
持
た
せ
続
け
て
く
れ
た
。	

　

私
は
、
メ
タ
セ
コ
イ
ア
が
こ
の
場
所
に
植
え
ら
れ
た
こ
と
に
先
人

の
深
い
御
思
い
を
感
じ
ず
に
は
お
れ
な
い
。
即
ち
、
こ
の
場
所
に
は

教
祖
さ
ま
の
願
い
に
発
す
る
東
方
布
教
の
先
覚
、
初
代
白
神
新
一
郎

師
の
大
阪
布
教
五
十
年
記
念
の
顕
彰
碑
が
あ
り
、
そ
こ
に
メ
タ
セ
コ

イ
ア
が
碑
を
守
る
か
の
よ
う
に
大
き
な
木
蔭
を
作
っ
て
い
る
の
を
見

る
か
ら
で
あ
る
。

　

大
阪
教
会
・
難
波
教
会
の
願
い
を
受
け
て
明
治
二
十
一
年
畑
徳
三

郎
師
の
東
京
布
教
が
実
現
し
た
。
教
勢
は
関
東
一
円
か
ら
北
海
道
に

伸
び
、
大
正
三
年
に
は
、
米
国
布
教
の
揺
籃
と
も
言
え
る
、
シ
ア
ト

ル
で
の
信
徒
集
会
が
平
山
文
治
郎
氏
か
ら
本
部
に
届
き
、
金
光
新
聞



に
報
道
さ
れ
た
。
八
年
に
は
米
国
布
教
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
頃
、

福
田
青
年
は
肺
結
核
を
患
い
、
南
牟
婁
教
会
（
三
重
県
）
の
お
取

次
で
お
か
げ
を
受
け
、
松
本
高
校
か
ら
東
京
帝
大
に
進
む
が
、
結

核
が
再
発
、
闘
病
生
活
を
通
し
て
求
道
に
努
め
、
金
光
教
教
師
と

な
る
決
意
を
固
め
る
。
十
五
年
に
は
片
島
幸
吉
師
の
ハ
ワ
イ
・
北

米
の
教
会
・
信
奉
者
へ
の
視
察
が
あ
っ
た
。
昭
和
二
年
福
田
先
生

は
東
京
帝
大
を
卒
業
し
て
、
三
年
金
光
教
教
師
に
補
任
、
各
種
御

用
に
努
め
、
四
年
結
婚
、
三
年
～
五
年
、
畑
徳
三
郎
師
の
厳
し
い

教
導
を
受
け
な
が
ら
米
国
布
教
の
準
備
に
当
た
っ
た
。
そ
し
て
、

昭
和
三
年
の
児
玉
政
行
師
の
ホ
ノ
ル
ル
布
教
、
五
年
の
福
田
美
亮

師
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
布
教
へ
と
続
き
、
北
米
（
カ
ナ
ダ
・
ハ

ワ
イ
）
南
米
へ
の
布
教
は
、
現
在
、
三
十
一
教
会
・
布
教
所
に
展

開
し
て
い
る
。	

　

こ
の
よ
う
な
世
界
布
教
へ
の
原
点
は
、
教
祖
さ
ま
の
「
覚
帳
」

明
治
十
五
年
十
月
の
「
お
い
お
い
三
千
世
界
、
日
天
四
の
照
ら
す

下
、
万
国
ま
で
残
り
な
く
金
光
大
神
で
き
、
お
か
げ
知
ら
せ
い
た

し
て
や
る
」
に
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
西
方
布
教
は
明
治
末
年
か
ら
始
ま
り
、
台
湾
・
朝
鮮
・

北
中
国
と
展
開
し
た
が
、
昭
和
二
十
年
の
敗
戦
で
挫
折
し
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
私
は
「
金
光
教
報
」（
令
和
四
年
三
月
号
）
の
巻
頭

言
「
ビ
ッ
グ
ウ
エ
ー
ヴ
を
待
つ
こ
こ
ろ
で
」
を
読
ん
で
、
次
の
よ
う

に
思
っ
た
。

　

上
記
の
東
方
布
教
の
勢
い
を
ま
ず
大
西
洋
岸
ま
で
進
め
、
そ
こ
か

ら
、二
百
年
前
の
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
と
は
反
対
に
英
国
へ
と
向
か
い
、

さ
ら
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
フ
リ
カ
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
中
国
・
東

南
ア
ジ
ア
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
へ
と
布
教
を
展
開
し
て
い
く
、

そ
の
行
き
着
く
先
は
教
祖
さ
ま
の
お
膝
元
金
光
町
大
谷
で
あ
り
、
白

神
新
一
郎
師
の
東
方
布
教
の
願
い
は
つ
い
に
、
地
球
を
一
周
し
て
西

方
布
教
を
包
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る	

　

ど
う
し
て
こ
ん
な
夢
を
見
た
の
か
。
そ
れ
は
、
今
ユ
ー
ラ
シ
ア
大

陸
北
部
で
お
よ
そ
道
理
を
わ
き
ま
え
ぬ
大
国
が
難
儀
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
か
ら
だ
。
生
命
あ
る
も
の
は
皆
、
や
が
て
崩
れ
落
ち
る
。
け

れ
ど
も
今
、
メ
タ
セ
コ
イ
ア
を
切
る
こ
と
は
、
教
祖
さ
ま
の
三
千
世

界
へ
の
お
か
げ
の
新
芽
を
摘
み
取
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
、
寂
し
く
て

な
ら
な
い
。
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諸
行
事
報
告

一
月
一
日
元
日
祭
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山下幹次様 ( 高屋 ) のご長男、
真生（まさお）様が、早苗様
と結婚されました。　

午
前
五
時
よ
り
式
典
開
始

新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
も
よ
い
お
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。



御
本
部
年
頭
参
拝
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家
族
月
参
カ
ー
ド
の
活
用

　

武
志
先
生
が
作
っ
て
下
さ
っ

て
る　

月
参
カ
ー
ド
の
ね
ら
い

を
家
族
で
読
み
合
わ
せ
な
が
ら

　

ど
ん
な
事
な
ら
取
り
組
め
る

か
話
し
合
う
こ
と
が
出
来
て　

有
り
難
い
で
す
。
菅
原
好
恵

　

お
参
り
し
て
い
て
も
、
お
陰
に
気
付
か
ず
に

「
有
り
難
い
気
持
ち
」
に
な
り
難
い
も
の
で
す
。

　

信
心
の
目
標
を
立
て
家
族
月
参
カ
ー
ド
に
記
入
し

て
、
参
拝
す
る
度
に
目
標
達
成
に
進
ん
で
い
る
事
を
少

し
ず
つ
感
ず
る
稽
古
を
し
て
下
さ
い
。

　

今
年
も
教
会
の
元
日
祭
に
参
拝
し
、
ご
本
部
へ
新
年

参
拝
に
参
り
ま
し
た
。

　

約
二
十
五
年
間
、
ほ
ぼ
毎
年
続
け
て
お
参
り
で
き
て

い
る
こ
と
は
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　

元
日
祭
に
お
参
り
し
て
新
た
な
気
持
ち
で
、
新
年
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。　
　

平
田
賢
一

　

月
参
カ
ー
ド
に
、
一
年
の
信

心
目
標
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
月
に
一
度
必
ず
思

い
返
す
こ
と
が
で
き
、
気
持
ち

を
改
め
る
よ
い
機
会
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

一
年
間
月
参
し
た
ご
褒
美
が

大
人
に
な
っ
て
も
嬉
し
い
も
の

で
す
。　

土
肥
千
恵



三
月
二
十
一
日
春
季
霊
祭

三
月
二
十
一
日
高
輝
会
役
員
会
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午
後
二
時
よ
り
式
典
開
始

　

コ
ロ
ナ
感
染
が
始
ま
っ
た
二
年
前
よ
り
拝
詞
の
奉
唱
を
控
え
て

い
る
の
で
多
少
物
足
り
な
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
も
二
名
の
新
霊
神
が
合
祀
さ
れ
ま
し
た
。
世
代
交
代
が
毎

年
進
ん
で
い
る
事
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

春
季
霊
祭
の
式
典
終
了
後
に
多
目
的
ル
ー
ム
に
て
高
輝
会
役
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

五
月
一
日
の
春
の
大
祭
の
準
備
の
打
合
せ
等
々
の
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
以
前
は
、
大
祭
当
日
昼
の
食
事
の
三
百
食
を
用
意
す
る
の
が
最
大

の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
食
事
の
用
意
は
中
止
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

大
祭
当
日
は
蜂
の
巣
を
つ
つ
い
た
よ
う
な
っ
て
い
た
台
所
担
当
者
が
、
今
後
再

開
さ
れ
た
時
に
、
食
事
の
準
備
が
順
調
に
で
き
る
か
ど
う
か
心
配
し
て
い
ま
す
。
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  ◇初代お広前先生 佐藤照姫 74 年
     当日祭み教えを頂く会
　　   4 月 8 日 ( 金 )14:00 ～
　

◇天地金乃神大祭
　前夜祭 4 月 30 日 ( 土 )19:00 ～　 
　当日祭 5 月　１日 ( 日 )10:00 ～

◇小祭
　　5 月 22 日 ( 日 )14:00 ～
　1 年を 3 回に分け、1 月・5 月・9 月の 22 日に祭典を仕え、正月三が日
　の改まりの心と年頭の祈願を忘れないようにするものです。

◇御本部広前御礼参拝
　　5 月１日 ( 日 ) 祭典後に教会出発

◇上半期感謝祭
　　6 月 30 日 ( 木 )14:00 ～

◇御本部教団独立記念祭
　 6 月 12 日 ( 日 )11:30 教会出発

◇高輝会 役員会
　　5 月 22 日 ( 日 ) 小祭終了後

お知らせ

《ご結婚》

山下幹次様 ( 高屋 ) のご長男、真生（まさお）様が、早苗様と
令和 3 年 10 月 6 日にご結婚されました。
おめでとうございます。末永くお幸せに。　　

  ◇初代教会長 佐藤範雄君８０年当日祭
　  み教えを頂く会
　　  6 月 20 日 ( 月 )14:00 ～

　

今
季
号
も
無
事
に
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
高
輝
会
会
員
の
声
を
届
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
参
拝
が
困
難
な
会
員
の
方
々

に
芸
備
教
会
の
雰
囲
気
が
届
く
よ
う
に
願
っ
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

髙
橋
道
和

書籍案内編
集
後
記
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芸備文芸

川
柳

篆 

刻

福
山　

三
浦 

敏
之

写
真芸

備
教
会
四
季
の
花

			

福
山　

向
本
良
子

剛
毅
木
訥(

ご
う
き
ぼ
く
と
つ)

は
仁
に
近
し　
　

論
語
子
路
編

甲
子
園
見
れ
る
平
和
を
か
み
し
め
て

日
々
コ
ロ
ナ
さ
く
ら
花
粉
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ

な
ぜ
な
ん
だ　

こ
の
現
代
に
戦
争
な
ん
て

神
辺
町　

カ
ー
プ
お
ば
は
ん

書院西の蝋梅

休憩所のポインセチア

休憩所の多肉植物

書院西のスイセン



　4 月　April

1 金 　月例祭・勧学祭 14:00

7 木 ★御本部大祭代表者参拝 11:30 教会出発

8 金 　初代お広前先生当日祭（74 年）み教えを頂く会 14:00

10 日 　月例祭 14:00

17 日 　一斉御用奉仕   8:30

22 金 　月例祭 14:00

24 日 　一斉御用奉仕   8:30

30 土 　天地金乃神大祭前夜祭 19:00

行事予定表

　5 月　May

1 日 　天地金乃神大祭当日祭 10:00

1 日 ★御本部広前御礼参拝  祭典後に出発

10 火 　月例祭 14:00

22 日 　小祭・役員会 14:00

　6 月　June

1 火 　月例祭 14:00

8 水 　三代教会長御命日（30 年） 未定

10 金 　月例祭 14:00

12 日 ★御本部教団独立記念祭 11:30 教会出発

19 日 　一斉御用奉仕   8:30

20 月 　初代教会長当日祭（80 年）み教えを頂く会 14:00

22 水 　月例祭 14:00

26 日 　一斉御用奉仕   8:30

30 木 　上半期感謝祭 14:00
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★印の行事につきまして、御本部へのお供えは前日までに教会へ届けて下さい。
　また、新型コロナウィルス感染症の流行状況により、行事が中止・変更になったり、
　現段階で詳細が決定していない行事もあります。教会に参拝の折に確認してください。


